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3年生林業就業セミナー実施

Hokkaido Iwamizawa Agricultural High School Forest Science Course

学校祭

7月3日、空知総合振興局林務
課様主催で3年生を対象とした林
業就業セミナーが開催されまし
た。森林・林業分野への就業を
希望する生徒21名を対象に管内
８社の事業体の皆様にお集まり
いただき、業務内容についてご
説明いただきました。
今回のお話しを元に生徒たち

は進路希望を具体化していきま
す。ご参加いただきました皆様、
ありがとうございました。

7月15日、あいにくの雨で
したが、学校祭フィバス・
フェスタでは、すてきな交流
を体験することができました。
木工品の販売と自然の木の枝
を使ったスプーンやフォーク
の手作り体験を実施。「教え
る」側になった生徒は、緊張
の面持ちでしたが、徐々に自
信を持って対応できるように
なりました。ご来場感謝です。

Japanese “MOKUIKU” 岩農の木育が世界デビュー！？

森林科学科では、２年生後期より生徒全員が「専攻班（研究班」に所属し、地
域の諸課題を解決するための探究学習を実践しています。
学科内で組織されているグループは「森林経営班」「森林資源活用班」「森林

立地環境班」「木育班」の全４つ。今回、活動紹介するのは“木育班”の取り組
みです。そもそも、この“木育”という言葉。北海道から始まった活動で「子ど
もの頃から木を身近に使っていくことを通じて、人と、木や森との関わりを主体
的に考えられる豊かな心を育むこと」を目指しています。そして、この取り組み
に賛同し、空知に木育の輪を広げようと岩農・木育班が誕生。市内日の出保育園
様の全面的なご協力のもと年間を通じた連携事業を展開しています。
そんな中、思わぬ依頼が…。それは「アメリカ人に向けた木育を行って

欲しい！」というもの。全員が未体験の依頼に驚きながらも、その日から
自分たちで英語のプレゼンを考えたり、体験内容を準備したりと大忙しの日々で
した。当日は、言葉が通じない状況に試行錯誤をしながらも、アメリカ人のお名
前に漢字を当てはめたキーホルダーづくり体験を実践。
いつもの木育とは一味違う、国境を越えた木育を成功させたことで、レベル

アップできた生徒達でした。さぁ、次なる外国は果たしてどこだ…!?

２Ｆインターンシップ

6月28～30日、2年生のインターンシップ実習が実施されました。実習先は 空知森林管理署様、 空知総合振興
局森林室様及び林務課様、 堀川林業株式会社様、 玉田産業株式会社様、 松原産業株式会社様、 武部建設
株式会社様、 北海道セキスイハイム工業株式会社様、 及川産業株式会社、 嵯峨秀栄測量設計株式会社様、
南空知森林組合様と、多くの事業体の皆様にお世話になりました。まだまだ未熟な生徒にとって今だから学ぶべき
ことを身につけさせるために、準備や見学先の選考、安全への気配りやコミュニケーション･･･社会人として大切な
ことをたくさん学ばせていただきました。 お陰様をもちまして、無事に実習を終了することができました。
皆様のご恩に報えるよう、今後も成長を遂げられるようがんばります。


